
実践的な演習を通してクライアントへの提案力を強化

SIer・コンサルティングファーム向け
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Company information

株式会社ダイアログ

設立年月日

代表取締役

本社所在地

資 本 金

従 業 員 数

事 業 内 容

2013年11月08日

方志　嘉孝　　

〒141-0031
東京都品川区西五反田2-12-3
第一誠実ビル8階

2億9150万円

108名

WEBアプリケーションシステム企画・開発
スマートフォンアプリ企画・開発
物流・販売等業務基幹システム導入・コンサルティング
業務システム用機器選定／販売

会社概要
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Board memberボードメンバー紹介

IBMにて製造業、商社、官公庁等で
ITコンサルタント、PMとして活躍。業
務改革やWebサービス展開を得意
とする。
ロジスティクス業界に出会い、これま
で培ったIT技術やスキルを活用し、
より早く正確にお客様のチャレンジ
を共にしたいという想いで株式会社
ダイアログを設立。クラウド型在庫
倉庫管理システム「W3 SIRIUS」の
企画・設計をすべて実施。

方志 嘉孝 Houshi Yoshitaka

代表取締役 CEO

キーエンスにて大手物流業、大手卸、
大病院担当としてハンディターミナ
ルの営業に従事。全社営業マン1位
獲得。
ダイアログでは、パートナーと組みな
がらビジネススキームの構築をメイ
ンに行っている。
自社サービスの企画や新規顧客の
獲得なども行う。

米谷 諒 Yonetani Ryo

取締役 COO

総合商社トーメン（現　豊田通商）
では、財務業務に従事。
株式会社マクロミルではIPOを経験
し、株式会社パイプドビッツ（現　ス
パイラル）では取締役CFOとしてIR
や管理部門、を管掌。純粋持株会社
化や非上場化などの組織再編行為
を主導した他、CVCファンドを組成
し、GPの代表取締役に就任。
現在は当社取締役CFOとしてコー
ポレート部門を管掌。

大屋 重幸 Oya Shigeyuki

取締役 CFO

BCG、アクセンチュアにて、大手ク
ライアントの中期経営計画の立案
、M&A戦略立案、新規事業創出
など様々な戦略コンサルティング
案件に従事。事業会社においても
多数のM&Aエグゼキューション
に従事し、コーポレートファイナン
スへの知見も深い。
2019年にダイアログ参画。

浦谷 拓夢 Uratani Takumu

取締役 CXO
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はじめに

昨今の物流業界では、

効率化や省人化など現場の業務改善に「スピード感」が求められています。
このような環境下で物流業務を効率的に機能させるには、

「現場の課題を発見し改善する能力」が必須となってきています。

そこでダイアログは、物流コンサルティングやシステム導入支援における
新たな価値を創出することを目的とし、本プログラムを立ち上げました。

はじめに
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対象となる方対象となる方

SIer コンサルティングファーム

新入社員

中途社員（業界経験3年未満）

・物流知識を基礎から学びたい
・WMSをクライアントに提案できるスキルを身に付けたいニーズ
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主な対象



コンサルタント育成を外部
委託し、効率化。本プログラ
ム後も次フェーズのプログラ
ムを開催し、長期的な成長を
実現。

実践的な演習を通じて、提案
スキルとロジカルな業務フロ
ー設計力を養成。現場業務と
WMSの利点を理解し、クラ
イアントへの説得力を向上。

WMSを活用した庫内業務
改善のポイントや、業界最新
ノウハウを学び、他者との差
別化を図ることができます。

教育コスト削減 競合優位性向上提案力強化

業務フロー図を作成できる受講者の割合：　    %以上
WMS提案プロジェクトの立ち上げ支援数：年間 　  件

��
��

受講後に期待される効果
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課題や問題課題と問題

WMSなどのソリューションを販売しなければならないコンサルタントに対して、
実務に近い研修を行うことで即戦力となる人材を育成。
さらに、リソースや工数、人材育成コストの削減も図ることができます。

コンサルタントの提案力に
ばらつきが生じている

知識量に差がある

現場への理解が浅く
顧客目線の提案ができない

本プログラムなら…
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特長

日々物流の現場の課題を見出すコンサルタントとITの専門家であるエンジニアメンバーが集結。

「ロジスティクス」×「IT」のプロフェッショナル達が研修を担当します。

実践重視の
アプローチ

現場業務を体験することで
課題解決力を養成

01
アウトプットを

重視

業務フロー図、業務改善案
作成を最終成果物とするこ
とで提案力を養成

02
業界トップクラスの
ノウハウを提供

物流、コンサル経験豊富な
講師が最新の物流トレンド
と実例を交えて指導。

03

日々物流の現場の課題を見出すコンサルタントとITの専門家であるエンジニアメンバーが集結。
「ロジスティクス」×「IT」のプロフェッショナル達が研修を担当します。

特長
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導入までの流れ導入までの流れ
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事前準備

参加者の知識レベルや
業務内容を把握し、

最適なプログラム内容にカスタマイズ

・ヒアリング（オンライン、1時間/1回）
　-対象者のスキルレベル確認
　-受講目的や現在の課題の共有
　-目指す理想の姿の認識一致

研修実施

詳細は次ページに記載

フォローアップ

プログラム終了後の
Q&Aセッション

・受講後の疑問点解消
 -受講者が実際に取り組む案件への簡
易アドバイス
・次フェーズの育成プログラムの案内
　-プレ要件定義
 （現行の業務フローを作って仮のPJT
内容でシミュレーション）
 -次回プログラムでの改善ポイントのヒ
アリング



スケジュール例研修スケジュール

・物流業界基礎知識
   - 物流現場の課題
   - 課題事例紹介    
 ・WMSの役割と基本機能    
 ・業務フロー概要
   - 業務フロー図作成の目的や基本構成
   - 業務フロー図の読み方・作成手順

1. 現場研修　
  - 庫内作業（入荷、出荷、ピッキング等）の実地研修
  - 当日の振り返りと業務改善案を思考

2. 業務フロー図、業務改善案を作成
  - 現場研修から業務改善案を作成
  - 研修内容より業務フロー図を作成
  - グループごとに成果物を共有、FB

  成果物  業務フロー図、業務改善案
※ ～4名 参加の場合：1グループで対応（成果物⇒1つ）
　 5名～ 参加の場合：3名程度×複数グループ分割で実施
　（成果物⇒1グループにつき1つ）

  - 各グループ（個人）の業務フロー図と
業務改善案の発表と改善点のアドバイス
  - 受講者個々の課題のFBと今後のスキ
ルアッププランの提示 

・物流業界知識
・業務フロー概要説明
・WMS概要説明
・業務フロー作成
・フィードバック

・現場研修
・出荷業務フロー作成
・業務改善案作成
・フィードバック

・現場研修
・出荷業務フロー作成
・業務改善案作成
・フィードバック

・現場研修
・出荷業務フロー作成
・業務改善案作成
・フィードバック

・現場研修
・出荷業務フロー作成
・業務改善案作成
・フィードバック

・ワーク成果物発表
・物流センター見学

基礎知識の習得（座学）
形式：講義（1日目／4時間） 形式：現場研修とアウトプット（4日間／6時間） 形式：個別セッション（1時間／個人、グループごと）

実践演習 成果発表と個別フィードバック
Step1
Input Action&Output Feedback

Step2 Step3
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料金プラン一例

- 対面orオンライン（google meet、Zoom対応）での受講かつ現地訪問（川越倉庫）
- 事前準備として対象者のスキル確認ヒアリングを実施

100万円

３～１０名受講の場合

実施形式

料金プラン例

※内容によって都度見積いたします
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受講者の声
受講者の声

2年前より、大手コンサルティング会社に在籍する新入社員様向けに
「物流コンサル育成アカデミー」を開催し、毎年大変ご好評をいただいております。

物流現場について認識不足であった
と改めて感じました。経験を積んでも
なお定期的に振り返るべき内容だと
思いました。

業務フローや業務改善提案の作成は
、すぐに業務に還元できると思いまし
た。

実習が多く、得た知識をアウトプット
しながら研修を受けることができた。
実際に倉庫で作業したことで気付く
ことが多くあった。

これまで社内で研修を行っておりま
したが、物流現場への解像度の低さ
が課題でした。より現場に近い研修
を取り入れたことで、若手社員の提案
の質が格段に上がりました。

（入社１年目／コンサルタント）

（入社１年目／コンサルタント） （管理職）

（入社２年目／コンサルタント）
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よくある質問

日程はまとめて空けておかないといけませんか？Q.
基本的にはまとまった日程で開催いたします。
もしご都合が合わない場合はご相談ください。

何名から参加できますか？また、最大何名まで参加可能ですか？Q.
3名からご参加いただけます。
10名以上の参加をご希望の場合は、一度ご相談くださいませ。

研修日数や内容はカスタマイズできますか？Q.
受講される方のレベルに合わせて研修内容のカスタマイズは可能です。
ただし料金が変動する可能性がございますので、詳しくはご相談ください。

研修開講のエリアはどのあたりですか？遠方からの受講は可能ですか？Q.
座学研修は東京本社またはオンラインにて、現場研修は川越の倉庫で行います。
現場研修に関しましては、原則現地でのご参加をお願いいたします。

よくある質問
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CTAお問い合わせ

https://www.dialog-inc.com/

marketing@dialog-inc.com090-4204-9786

また、弊社ウェブサイトもご利用いただけます。
最新ニュースやその他サービス情報も掲載しております。

お問い合わせやご質問がございましたら、お気軽にご連絡ください。
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（担当：土谷）
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（担当：土谷）



Thank you!
最後までお読みいただきありがとうございました。

本プログラムを通じて、物流現場に即した実務的な見解を習得し、

クライアントへの具体的な提案力を高めるとともに、コンサルタントとしてのスキルの養成と価値を創出します。

「IT」×「ロジスティクス」のプロフェッショナルである当社のメンバーが、

豊富な実績とノウハウに基づいたプログラムで貴社のさらなる飛躍を支援いたします。

ご不明な点などございましたら、いつでもお気軽にお問い合わせください。
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